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論説
新しい財と経済成長

榊原健 
1 始めに
本論文の目的は，常に新しい財が登場し古い財が退場する経済におい
て，経済成長が実現しているにもかかわらず，長期的に人々の厚生が増
えない一般均衡モデルを提示することである。経済成長は新しい財の市
場への登場と従来からの古い財の市場からの退場を伴う。新しい財がつ
ぎつぎに市場に現れ，一方では古い財は市場から消え，時間とともに財
が置き換わっていく。例えば， 1世代前には，パソコンや携帯電話，そ
してインターネットは一般家庭でほとんど使われていなかったし， 2世
代前には，テレビや自家用車を持ったり海外旅行にいける人は稀であっ
た。その一方で，蚊帳や紙芝居など，昔は広く使われていたが現在では
入手が困難になった財も多い。この新しい財と古い財の市場における交
代による経済成長は，シュンベーター (1926)を始め，多くの人々によっ
て昔から注目されてきた。そしてこの財の置き換わりによって経済はま
すます成長し，人々が幸福になっていくものと考えられてきた。
この新しい財の効果は，理論的には，新古典派成長モデルから均衡論
的内生的成長モデルに至るまで，動学的フレームワークのなかでさまざ
まな成長モデルが提示されてきたが，何れも肯定的な視点から成長を捉
えている。これらのモデルは通常， 1財あるいは有限個の財を扱ってお 
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り，財の入れ替わりは，確率的であれ非確率的であれ，外生的に与えら
れる技術などの進歩によって説明され，時間とともに生産が増加し，
人々の効用水準もまた時間とともに増加することになる(例えば 
Ljungqvist and Sargent (2004)，Stokey and Lucas with Prescott 
(1989)，Kydland and Prescott (1982)を参照せよ) Stokey (1989) 0 
は新しい財を明示的にモデルに導入した動学成長モデルを用い， Learn幽 
ing by Doingによって時間とともに生産力が増大する経済において，新
しい財が古い財と置き換わり，経済成長が起こることを証明している O 
Greenwood and Uysal (2005)はアメリカの長期の統計データに基づき，
新しい財を世代交代モデルに導入し，技術進歩による経済成長にともな
う新しい財と経済厚生の増加を示している。実証的には主に，新しい財
の導入による経済成長率や経済厚生の過小推計の問題として論じられて
いる。例えば， Wolfson (1999)は新しい財の統計への組み入れに時間
的な遅れが伴うことによって生じる問題をシミュレーション分析し，遅
れが無い場合について実質成長率や経済厚生が増加する可能性を示唆し
ている。
しかしながら，長期的な視点に立っとき，市場で取引される財の構成
の変化は，現在の我々は過去の人々とは異なる消費をしていることを示
している。したがって，短期的には成長によってより豊かになったと感
じたしても，時間的に隔たっているときには，直接的な比較が不可能で
あることから，現在の我々が昔の人々よりも，より満足した生活を送っ
ているとは必ずしも言えないと思われる。
上述の目的のため 本論文では 無限の財が存在する世代交代モデル
を考える。人々と同様に，新たな財が時間とともに生まれ，生産され，
消費され，そして経済から消えていく。この経済では新しい財と古い財
が常に並存している。モデルでは均衡において，古い財財と新しい財の
物理的な生産量は時間を通じて一定である。そのため人々の効用もまた 
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時間を通じて変化することは無い。しかし市場では新たな財は従来から
の財よりも市場で高い価格付けがなされるため 市場価格で集計した総
生産は時間とともに増大していくことになる。かくして，均衡において
は経済成長にもかかわらず人々の効用は時間を通じて変化することは無
い，という現象が現れることになる。新しい財の価格が従来からの財の
価格よりも高くなるのは労働生産性によるものである。人々の労働には 
Learning by Doingが仮定されている。したがって従来からの財の生産
性は高く，多くの財が市場に供給されるため均衡においては従来の財に
たいする新しい財の相対価格が高くなるのである。
本論文の主要な結論は次のとおりである。第一に，モデルは均衡にお
いて正の一定の実質成長率を示す。この成長率はLearningby Doingに
よる労働生産性上昇の増加率に依存して決定される値であり，増加率が
高ければ高いほど実質成長率も高くなる1)。また，定常均衡における実
質利子率は実質成長率よりも高くなっているが，これは実質利子率が財
の労働生産性の上昇による価格変化の影響を受けるためである。第二に，
正の実質成長率にもかかわらず，均衡において各世代の効用水準は時間
を通じて一定になっている。これは，経済成長と経済厚生とが従来考え
られていたような関係でない可能性があることを示唆している。最後に，
過小推計の問題については，実証研究と同じように，実質成長率に新し
い財を組み入れる場合の方が，組み入れない場合よりも成長率が高くな
ることが示された。
本論文の構成は以下のとおりである。まず，次節においてモデルが提
示され，均衡が導出される。第 3節では，均衡の特徴が論じられる。そ
して最後の節では簡単な結語が述べられる。 
1) Learning by DoingについてはArrow(1962)を参照せよ。なお，本論文では 
Stokey (1988) とは異なり， Learning by Doingのスピルオーバーは仮定して
いない。 
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2 経済
物理的環境
ここでは離散時間の世代交代経済を考える。時間は現在 (t=1 )か
ら無限に続くものとする (t=1 ，2，3 ，…)。また，この経済には無限
個の財が存在する。各j財(j=1，2，…)は労働によって生産され，貯
蔵はできない。各t期 (t=1 ，2 ，…)には 1人の人が生まれ(第t世代)， 
翌期まで 2期間生存する。第 1期については第 1世代の他に 1期間だけ
生きる人が 1人いるものとする(第 O世代)。第t世代 (t=1 ，2 ，…) 
の選好は効用関数 
u (d(t) ，d(t) ，… ; cl(t +1)，d(t +1)，…) 
1 ) +(tVCI 2:+(i)σ=ヱ 
で表される。ここで、CI (s)は第t世代のS期におけるj財の消費量である。
第O世代の選好については 
u (C6 (1)，c6 (1)，…) 
=_i.fiW 
で表される。さらに各人は生存中，各t期 (t=1 ，2 ，…)に，初期保有
量として 1単位の労働が与えられているものとする。
この経済における生産技術は次のように与えられる。まず，各t期 (t 
= 1 ，2，…)に第S世代 (s = 1 ，2 ，…)が生産可能な財の集合を]s(t)C 
10，1，2，3，…iで表す。ここで jE]s(t)であれば，t期において第t
世代は第j財が生産可能であることを示している。この集合の列 !It-l(t)， 
]t (t)I~lは第 1 期初に与えられる。第t世代は 1 単位の労働を用いてtお
よびt+ 1 期においてそれぞれよ~(t) および1t(t+ 1 )のなかの一つの財
を生産することができる。生産される財の量は財の種類にかかわらず、α 
4 (238) 

千葉大学経済研究第23巻第2号 (2008年 9月)
単位である (α> 0)。ただし，第t世代がt+期にt+ 1期と同じ財を生
産するとき，t+ 1期の生産量は戸単位になる(戸>α)。この仮定は，
生産に伴って未熟練労働が熟練労働になることを表している。第O世代
については，第 1期初に，第O財について熟練しているものと仮定す
る2)。
以下では次の 2種類のJ(t)について考察する。第一のものは全てのt 
(t= 1 ，2 ，…)および's(s = 0，1 ，2 ，…)についてJs(t) = !Olとなるも
のである。そして第二のものは全てのt(t= 1 ， t-1(t)2 ，…)について I1 ， 
Jt(t) 1= !t-1 1，!tl 1となるものである。これら 2種類のうち，前者
については，いわゆるイノベーションが全く起こらず，停滞した経済を
表している。全ての人は，若いときにα単位の，そして年を取った時に 
F単位の第O財の生産を行う。以下ではこの経済を停滞経済と呼ぶ。一
方，後者は各期に新しい産業が興り，古い産業が消えていく，という経
済である。各第t世代は，若いときに新たに登場した財(第t財)を α単
位生産し，年を取ったときに，同じ第t財をF単位生産する。以下では
この経済をイノベーション経済と呼ぶ。
市場
この経済には，各t期 (t=1 ，2 ，…)にローン市場および、第t-1世
代および第t世代が生産する財の市場が存在する。第t-1世代および第t
世代が同一の財を生産する場合には，t期の市場は 2つであり，異なる
財を生産する場合には市場は 3つになる。人々はこれらの市場で競争的
に行動するものとする。 
2)ここで考える技術(第t財の生産技術)は，時間に依存し，t期とt+ 1期のみ
で生産が可能であると仮定されている。これは，新しい財が古い財の代替と
して登場し，退場することを捉えた定式化である。一方 Greenwood and 
Uysal (2005)やStokey(1988)は，財は，時間ではなく経済の発展によって
登場するように定式化されている。 
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財がそれぞれの期で 2種類生産可能なイノベーション経済の場合，こ
れらの市場における各t期 (t=1 ，2 ，…)の価格については，第t-1 
世代がt期に生産する財を価値尺度財とする。ローン市場における利子
率 (grossinterest rate) r (t)は，第t-1世代がt期に生産する財 l単
位が，t+ 1期において第t世代がt+ 1期に生産する財r(t)単位と交換
されることを表す。また，p (t)は，第t-1世代がt期に生産する財jJ(t) 
単位が，t期において第t世代がt期に生産する財 l単位と交換されるこ
とを表す3)。
一方，財が 1種類だけ存在する停滞経済の場合には，各t期 (t = 1 ，2 ， 
…)にローン市場と第 O財市場が存在し，p(t)は常に 1となる。した
がってt期における価値尺度財は第 O財であり ローンの利子率r(t)はt
期における第 O財 1単位と交換されるt+1期の財r(t)単位として表さ
れる。
第t世代の問題
第t世代の問題は，生産可能な財の列 !Jt-l(t)， ~lおよび価格のJt(t) 1 
列 !r(t) ，p(t) 1~lが与えられたとき，予算制約の下で効用を最大にする
消費およびローン供給を選択することである。予算制約はイノベーショ
ン経済のときには 
cf-1 (t) +p (t) cf (t) +lt壬αp(t) 
および 
cf(t+ 1)十p(t+ 1)cf+l(t+ 1)三五戸+r(t) lt
あるいは，同値の条件として 
3 )ここで定義した利子率の定義のかわりにt期の財を用いてローンの実質利子率
を定義することも可能である。その場合の利子率を〆 (t) とすると，r' (t) = 
r(t)/p (t)が成り立つことになる。何れの定義を用いても，利子率が置き換わ
ることを除き，他の変数に影響はない。 
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cf-1(t) +p (t)cf(t) + [1/r(t) J[cf(t+ 1)+p (t+ 1)cf+l(t+ 1)J 
孟 αp(t)+s/r(t)
で与えられる。ここでLは彼のローン供給量である。この制約条件の下
で，彼は最適なcf-1(t)，cf(t) ，1t，cf(t+1)およびcf+l(t +1)を決定する。
一方，停滞経済における予算制約は 
CP(t) + 1t孟 α
および 
cP(t十1)三五戸+r(t) 1t 
あるいは，同値の条件として 
cP(t) +[1/r (t) JcP(t十 1)豆α+s/r(t) 
で与えられる。この制約条件の下で彼は，最適なcP(t)，1tおよびcP(t+ 1 ) 
を決定する。
次に，第 O世代については，彼はイノベーション経済においては，第 
l期に第 O財をF単位生産し，予算制約 
c8 (1)+p (1)c6(l)豆F
の下で効用を最大にするc8 (1)および、C6(1)を決定する。一方，停滞経
済においては，第 l期に第 O財をイノベーション経済と同様にp単位生
産し，予算制約 
c8(1)孟F
の下で効用を最大にするc8(1)を決定するが，明らかに最適な消費量は 
c8(1) =sであるので以下では明示的には取り扱わないことにする。
均衡
上に述べたように この経済では各t期において ローン市場および
財市場が存在する。ローン市場における需給一致の条件は 
1t=0 
で与えられる。財市場については，イノベーション経済の場合にはt期 
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には第t-1財とt財が存在することから 
cf-1(t) +cf~Ht) =s 
および 
cf(t) +cf-l (t) =α 
で与えられる。一方，停滞経済の場合には各t期に第 O財のみが存在す
ることから 
cP(t)十CP-l(t) =α+s 
で与えられる。
定義:イノベーション均衡とは以下の条件を満たす価格 !p *(t) ， 
r*(t)l~lおよび配分 lc8*(1)， cd* (1)1，!cf-1* (t)，cf* (t)，1/，cf* (t十 1) ， 
cf+l* (t+ 1 ) 1~lで、ある。 
i	)全てのt(t = 1 ，2 ，…)について，cf一l*(t)，cf*(t)，1/，cf*(t+1) 
および、cf+l*(t+ 1)が，価格い*(t)，r*(t)l~lが与えられたときの
第t世代の問題の解で、ある。 
i) c8* (1)および、cd*(1)が，価格い*(t)，r*(t)l~lが与えられたと
きの第 O世代の問題の解である。 
ii)全てのt(t= 1 ，2 ，…)について 
lt* = 0 
cf-l* (t) +dゴ*(t) =s 
および 
cf*(t)+d竺1(t) =α 
がなりたつ。
定義:停滞均衡とは以下の条件を満たす価格 !r*(t)l~lおよび配分 
Oで、ある~l)， cP* (t，(t)戸lc，1(1)lc8* 十 1 lt* 1 

i)全てのt(t= 1 ，2 ，…)について，cP* (t)，cP* (t +1 )およびrが，

価格 !r*(t)l~lが与えられたときの第t世代の問題の解で、ある。 
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i) c8* (1) が，価格 Ir*(t)l~lが与えられたときの第 O 世代の問題の
解である。 
i )全てのt(t= 1 ，2 ，…)について 
lt* = 0 
cP(t) +cP =-l(t) α +s 

がなりたつ。

均衡の導出
上のように与えられた経済の均衡を導出することにする。まず，停滞
経済の均衡は以下のように与えられる。
定理 1:次の停滞均衡が一意的に存在する。
全てのけこついて〆 (t)=V戸/a， 
c8* (1)= s， 
=ln )，1+(tcP*，(cP*(t)全てのけこついて (α，s，0)。
定理 1の証明:I略。」
次に，イノベーション経済の均衡は以下のように与えられる。
定理 2:次のイノベーション均衡が存在する。
全てのけこついてい*(t)，r*(t) ) = (Js/a，V s/a ) ，
(cg*(l)，cd* (1))=(y J s/a，y/仔Tc;)， 
全てのtについて 
(cf-l* (t)，cf* (t)，lt*，cf* (t+ 1 cf+l* (t+ 1 ))， 
=(γ，y/(s/α) ，γJ戸7互， 0，γ/仔 Tc;).

ここでγニパs/(1+仔Tc;)Jである。
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定理2の証明:略。 
3 均衡の特徴
イノベーション均衡の特徴
前節で求めたイノベーション均衡では，各t期において， 2種類の財，
第t-1財と第t財が存在し，第t-1財を単位にした第t財の価格p(t)が 
J戸/aであることから，第t-1財を単位にしたt期の生産量はs+ 
αp(t) =戸+~となる。同様にして第t財を単位にした t+ 1期の生
産量はs+.J戸玄となる。このt+ 1期の生産量は，t期の生産量の基準
である第t-1財を単位とすると p(t)を乗じることにより.Js/a(s+ 
J戸石)と表されることになる。言い換えるならば，経済はt期からt+ 
1期にかけて実質で仔/aだけ成長したことになるのである。この実
質成長率はαやFで表される労働生産性の絶対水準で、はなく，その相対
，すなわち，熟練労働と未熟練労働の生産性の相対的な/α的な比率戸
比率である。そして，この比率が拡大すればするほど成長率もまた上昇
することになる。
上で与えた実質成長率では，生産量を各t期において，新しい財(第t
財)と古い財(第t-1財)を合計した値を用いている。一方，t-1期
を基準にしたt-1期からt期にかけての実質成長率をt期における新し
い財を考慮せずに計測すると 第t-1財の増加率のみが計測されるこ
とになる。したがってこの場合，実質成長率は (s.Js/a)/(戸+ 
J戸~)となり，考慮した場合に比べると過小評価されることになる O
この場合に成長率が正となるためには，簡単な計算により s/αが 1(1 
+ゾτ)/212以上であることが示される。
この労働生産性の比率が成長率に与える影響を考えるため，いま， α
はそのままで戸の値が上昇した場合を考えてみよう。まず，各t期にお
いて，この従来の財 (t-1財)の生産性pの向上によってこの財の供 
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給が新しい財 (t財)の供給に比べて増加する。そのため，新しい財の
相対価格p(t)が上昇する。この相対価格の上昇によって，従来の財を
単位とした来期以降の生産量が増大するのである。
一方，人々の効用水準は次のように与えられる。まず，第t世代 (t= 
1 ，2 ，…)および第 O世代の均衡における効用はそれぞれ 
u (cl(t) ，c?(t) ，… ;cf(t十 1)，d(t十 1)，…) 
=v7+ゾγ/(s/α)+、 α+vγ/ν乍/a/γJs/
および 
u(C6(1)， cd(1)，…) 
αv's7/y/十、αs/J/γ=、 
わである。これらの人々7+仔1/(sパγ=で与えられる。ここで 
の効用は時間tの影響は受けない。したがって，このモデルでは均衡に
おいて正の経済成長があるにもかかわらず人々の効用は時間を通じて変
化しないことになる。
上で与えられた第t世代 (t=1 ，2 ，…)の効用は，式より明らかなよ
うに，生産性の相対的比率戸/α と，生産性の積αFとからなっている。
したがって，相対的比率が一定であっても，後者の値の増加(減少)に
よって効用水準もまた増加(減少)することになる。一方，積が一定で
あっても相対的比率が変化すれば効用水準も変化するが，これは主に価
格の変化を通じた効果である。これを示すために，いま，第t世代の生
涯所得のt期における現在価値をみることにしよう。この値はt期の所得 
α p(t) とt+1期の所得の現在価値s/r(t) との合計，すなわち α p(t) 
+s/r(t)で与えられる。均衡価格はp(t) Js/ aそして均衡利子率は 
r(t)=V s/aであることから，相対的比率の上昇はp(t)の上昇とr(t) 
の下落をもたらすことになる。これによって彼の今期の所得は増加し，
反面，来期の所得の現在価値は減少するのである。 
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停滞均衡とイノベーション均衡の比較
上で述べたイノベーション均衡の特徴は主に次の 3つの仮定から導か
れたものである。すなわち，毎期ごとの新しい財の生産，ラーニングパ
イドゥーイングによる熟練労働の存在である。ここではこれらの仮定を
通常の世代交代モデルで与えられる停滞均衡と比較することにする。
まず，停滞均衡は，通常のマクロ経済モデルと同様，各期に 1種類の
財が生産され，消費される。このモデルにおいてラーニングパイドゥー
イングは労働生産性の向上という意味を持ち，熟練労働者の所得の増加
をもたらすものの それ以外の実質的な効果はない。一方，イノベー
ション均衡においては ラーニングパイドゥーイングは停滞均衡と同様
に熟練労働者の所得の増加をもたらすが，併せて，各期に存在する 2種
類の財の片方の供給が増加するために， 2財の相対価格の変化をもたら
し，これによって消費に影響を与えることになるのである。
このラーニングパイドゥーイングの相対価格に与える影響は，sをα
に近づけることによって弱まっていく。実際，s=αとしたときに，イ
ノベーション均衡は
全てのdこついて (p*(t)，戸 (t)) = (1，1)， 
(c8*(1)，co*(1)) = (α/2，α/2)， 
全てのtについて 
1))(t+cf+l* )，1(t+cf*，1/，(t)cf*，(t)*1f-(c
=(α/2，α/2，0，α/2，α/2) 
となる。これは，停滞均衡で戸=α としたときとほぼ同様の結果であり，
主な違いは，停滞均衡では 1種類の財が生産され消費されるのに対し，
イノベーション均衡では 2種類の財が半分ずつ生産され消費されている
ことである。
このラーニングバイドゥーイングが相対価格に与える影響は，熟練労
働の性質に依存している。というのは，もしも，労働者個人に属する労 
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働生産性の向上の果実が特定産業にのみ有効であるのではなく，広く，
全ての産業に有効であるならば，つまり，熟練労働者であればどの産業
であっても p単位の財を生産できるのであれば，このような相対価格の
変化は起こらない。というのも，イノベーション経済で 2財の聞に価格
差が生じれば，熟練労働者はより価格の高い財の生産をおこない，結果
として，相対価格が 1になるように調整されるからである。 
4 終わりに
本論文は新しい財と古い財との入れ替わりによる経済成長を動学一般
均衡モデルに導入し，従来の研究結果とは異なり，均衡において正の実
質成長率にも関わらず人々の経済厚生が増加しないことを示した。この
結論は財の入れ替わりに加えてLearningby Doingの効果によるもので
あり，両者の効果が市場における価格に反映して上の結論を導いたので
ある。モデルでは単純化のために，資本は存在せず，また， Stokey (前
掲書)において仮定されていたような，時間を通じてのLearningby Do-
mgのスピルオーバー効果は存在していない。これらの点を拡張し，よ
り一般的な場合についてモデルを構築する必要があるものと思われる。
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